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奨
学
金
事
業
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

民
主
党
政
策
集
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
二
〇
〇
九
で
は
「
奨
学
金
制
度
改
革
」
の
項
目
で
、
奨
学
金
事
業
を
拡
大
し
て
い
く
方
針
が

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
奨
学
金
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
八
二
号
）
に
基
づ

き
、
以
下
の
点
に
つ
き
再
度
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
つ
い
て
平
成
二
十
一
年
十
月
の
概
算
要
求
時
点
で
は
、
高
校
生
を
対
象
に
し
た
給
付
型
奨
学
金

の
創
設
に
百
二
十
三
億
円
の
予
算
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
般
政
府
が
提
出
し
た
予
算
案
で
は
、
事
業
そ
の
も
の

の
予
算
へ
の
計
上
が
見
送
ら
れ
て
い
る
。
二
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
は
川
端
文
部
科
学
大
臣
が
「
平
成
二
十
一
年

度
第
一
次
補
正
予
算
に
よ
り
、
都
道
府
県
に
新
た
に
高
校
生
修
学
支
援
基
金
を
設
け
、
都
道
府
県
に
よ
る
高
校
生
奨
学
金
事

業
へ
の
支
援
の
拡
充
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
」
「
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
者
へ
の
授
業
料
以
外
の
教
育

費
負
担
に
つ
い
て
は
、
高
校
の
実
質
無
償
化
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
各
都
道
府
県
が
行
う
高
校
奨
学
金
事
業
に
よ
り
軽

減
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

�

川
端
文
部
科
学
大
臣
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
高
校
の
実
質
無
償
化
と
高
校
生
向
け
の
奨
学
金
事
業
は
併
存
す
る
が
、
高
校

生
向
け
の
給
付
型
奨
学
金
事
業
を
見
送
っ
た
理
由
を
明
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一



�

平
成
二
十
一
年
度
予
算
で
二
百
八
十
億
九
千
二
百
万
円
を
計
上
し
て
い
た
「
高
等
学
校
等
奨
学
金
事
業
交
付
金
」
が
、

平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
で
は
二
百
七
十
億
四
千
四
百
万
円
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
お
よ
び
、
各
都
道
府
県
の

負
担
増
に
対
す
る
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

二

平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
で
、
文
部
科
学
省
の
予
算
は
前
年
度
よ
り
約
三
千
百
十
億
円
増
え
て
い
る
が
、
新
設
さ
れ
る
高

校
の
実
質
無
償
化
の
予
算
が
三
千
九
百
三
十
三
億
円
計
上
さ
れ
て
お
り
、
高
校
の
実
質
無
償
化
の
た
め
の
予
算
を
除
外
し
た

場
合
、
八
百
二
十
三
億
円
減
額
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
麻
生
政
権
下
の
概
算
要
求
で
は
、
奨
学
金
の
事
業
費
と
し
て
一
兆
百

七
十
五
億
円
が
付
け
ら
れ
、
無
利
子
奨
学
金
の
貸
与
人
員
は
二
万
人
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
平
成
二
十
二
年
度

予
算
案
で
は
、
事
業
費
は
一
兆
五
十
五
億
円
、
無
利
子
奨
学
金
の
貸
与
人
員
は
五
千
人
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
見
る
と
、
新
政
権
に
な
っ
て
か
ら
奨
学
金
事
業
は
後
退
し
た
と
す
ら
言
え
、
明
ら
か
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
違
反
で
あ
る
。
政

府
は
、
今
後
の
奨
学
金
事
業
の
拡
充
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。
拡
充
の
中
身
と
工
程
表
、
必
要
な
予

算
と
そ
の
財
源
を
明
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三

民
主
党
政
策
集
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
二
〇
〇
九
に
は
、
「
所
得
八
百
万
円
以
下
の
世
帯
の
学
生
に
対
し
、
国
公
私
立
大
学
そ
れ

ぞ
れ
の
授
業
料
に
見
合
う
無
利
子
奨
学
金
の
交
付
を
可
能
に
し
ま
す
。
ま
た
、
所
得
四
百
万
円
以
下
の
世
帯
の
学
生
に
つ
い

二



て
は
、
生
活
費
相
当
額
に
つ
い
て
も
奨
学
金
の
対
象
と
し
ま
す
。
今
後
は
、
諸
外
国
の
例
を
参
考
に
、
給
付
型
の
奨
学
金
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
先
の
答
弁
書
で
は
「
二
の
�
に
つ
い
て
」
で
「
財
源
の
確

保
等
に
関
す
る
課
題
」
を
挙
げ
て
い
る
。

�

現
在
日
本
学
生
支
援
機
構
が
行
っ
て
い
る
無
利
子
の
奨
学
金
事
業
で
は
、
給
与
所
得
世
帯
（
四
人
世
帯
の
目
安
）
で
高

専
を
除
き
、
概
ね
年
収
九
百
万
円
が
上
限
と
さ
れ
て
い
る
。
民
主
党
政
策
集
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
二
〇
〇
九
の
記
載
が
何
人
の

世
帯
規
模
を
想
定
し
た
も
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
四
人
世
帯
と
し
た
場
合
、
現
在
の
上
限
を
八
百
万
円
に
引
き
下

げ
る
と
、
母
集
団
の
人
数
が
同
じ
場
合
、
い
く
ら
の
費
用
が
必
要
に
な
る
の
か
。

�

所
得
四
百
万
円
以
下
の
世
帯
の
学
生
に
生
活
費
相
当
額
も
奨
学
金
と
し
て
支
給
す
る
場
合
、
一
人
当
た
り
の
金
額
及
び

希
望
者
数
、
必
要
と
な
る
費
用
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

�
及
び
�
で
お
答
え
の
必
要
額
を
捻
出
す
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

�

平
成
十
八
年
度
学
生
生
活
調
査
に
よ
れ
ば
、
国
公
私
立
大
学
昼
間
部
で
平
均
十
二
・
六
％
の
学
生
が
、
奨
学
金
の
支
給

を
希
望
し
な
が
ら
受
給
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
景
気
が
悪
化
し
た
現
在
、
奨
学
金
に
対
す
る
需
要
は
増

加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
奨
学
金
事
業
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。
低
所
得
の
た
め
に
奨

三



学
金
を
必
要
と
し
て
い
る
学
生
、
奨
学
金
事
業
が
拡
充
さ
れ
た
ら
受
給
し
た
い
と
い
う
学
生
の
現
状
に
つ
い
て
具
体
的
な

数
値
を
示
し
た
上
で
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
案
で
計
上
し
て
い
る
奨
学
金
事
業
で
、
そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
ど
こ
ま
で
カ

バ
ー
で
き
る
か
と
い
う
充
足
率
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
今
後
調

査
す
る
意
向
が
あ
る
か
を
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


